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特集：通勤も観光も―新たな輸送需要の開拓
［利用者満足度の向上へ。西武鉄道の取り組み］

文◉茶木　環
撮影◉織本知之　写真提供◉西武鉄道株式会社

2017年３月25日にデビューした「S‐TRAIN」は、
西武鉄道、東京メトロ、東急電鉄、横浜高速鉄道が運行する有料座席指定の列車だ。
平日は座れる通勤列車として所沢と豊洲を結び、
休日は観光列車として秩父と横浜をダイレクトに結ぶ。　　
拡大したネットワークの利便性向上を目指し、西武鉄道は新型車両を開発、
４社直通の「快適性」と「速達性」向上を実現させた。
西武鉄道の通勤・観光輸送におけるサービス拡充の取り組みをレポートする。

快適な通勤・観光輸送を両立し、
 「西武らしさ」を実現する。

REPORT.Ⅰ



４
社
直
通
の
有
料
座
席
指
定
列
車

２
０
１
７
年
３
月
25
日
、
前
例
の
な
い
４

社
直
通
の
有
料
座
席
指
定
列
車
の
運
行
が
開

始
さ
れ
た
。
西
武
鉄
道
発
案
の
「
Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｎ
」
だ
。
平
日
は
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町

線
に
直
通
し
て
所
沢
と
豊
洲
を
結
び
、
土
休

日
は
西
武
秩
父
線
・
池
袋
線
・
西
武
有
楽
町

線
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
、
東
急
東
横

線
、
横
浜
高
速
鉄
道
み
な
と
み
ら
い
線
の
４

社
を
結
ん
で
、
西
武
秩
父

－

元
町
・
中
華
街

駅
間
を
運
行
す
る
。　
　

13
年
の
５
社
民
鉄
（
右
記
の
ほ
か
東
武
鉄

道
を
含
む
）
の
相
直
開
始
以
降
、
自
然
豊
か

な
秩
父
エ
リ
ア
と
一
大
観
光
地
で
あ
る
横
浜

が
直
通
ル
ー
ト
で
結
ば
れ
た
こ
と
で
、
区
間

内
の
交
流
人
口
は
急
増
、
利
用
客
の
移
動
距

離
も
格
段
に
長
く
な
っ
た
。
西
武
秩
父

－

元

町
・
中
華
街
駅
間
の
営
業
距
離
は
合
わ
せ
て

１
１
３
・
６
㎞
。
相
直
す
る
５
社
間
で
は
日

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
列
車
種
別
の
う
ち
、
最
速

達
の
種
別
に
統
一
し
た
愛
称
を
付
け
た
「
Ｆ

ラ
イ
ナ
ー
」
を
運
行
し
て
い
る
。

「
相
直
開
始
を
契
機
に
、
速
達
性
と
快
適

性
の
向
上
を
目
指
し
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
た
い
と
考
え
、
有
料
座
席
指
定
列
車

Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
の
導
入
を
各
社
に
働
き
掛

け
た
」
と
鉄
道
本
部
計
画
管
理
部
の
安
孫
子

学
管
理
課
長
は
振
り
返
る
。

西
武
鉄
道
は
、
１
９
６
９
年
10
月
の
西
武

秩
父
線
開
通
と
と
も
に
、
池
袋

－

西
武
秩
父

駅
間
で
「
特
急
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
号
」
の
運
行

を
開
始
し
て
い
る
。
奥
武
蔵
・
秩
父
へ
の
観

光
や
都
心
部
へ
の
通
勤
特
急
と
し
て
活
用
さ

れ
、
利
用
者
か
ら
は
「
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
」

「
レ
ッ
ド
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

50
年
近
い
特
急
列
車
の
運
行
実
績
を
持
つ

西
武
鉄
道
は
、
２
０
１
３
年
に
行
わ
れ
た
５

社
会
議
で
、
有
料
列
車
の
直
通
運
転
を
提
案

し
た
。

「
有
料
座
席
指
定
列
車
に
も
普
段
の
通
勤

列
車
に
も
使
え
る
専
用
車
両
は
当
社
が
開
発

す
る
。
土
休
日
に
秩
父
、
横

浜
方
面
に
座
っ
て
出
掛
け
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
か
ら

検
討
を
開
始
し
た
。
電
車
の

運
用
、
乗
客
の
動
向
を
考
慮

し
て
、
平
日
は
通
勤
利
用
に

主
軸
を
置
い
て
東
京
メ
ト
ロ

有
楽
町
線
に
運
行
す
る
こ
と

と
し
、
各
社
希
望
の
ダ
イ
ヤ

と
停
車
駅
を
検
討
し
て
、
Ｓ

‐
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
の
運
行
シ
ス

テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
」（
安

孫
子
課
長
）

西
武
鉄
道
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
快
適
通

勤
」
の
実
現
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
。
通
勤

定
期
券
で
は
、
１
枚
の
通
勤
定
期
券
で
二
つ

の
ル
ー
ト
が
利
用
で
き
る
「
Ｏ
ｎ
ｅ
だ
ぶ
る

♪
」（
新
宿
線
）
や
「
だ
ぶ
る
ー
と
」（
池
袋

線
）
の
２
線
連
絡
定
期
券
を
発
行
。
着
座

ニ
ー
ズ
に
は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
に
特
急

レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
号
を
運
行
し
て
応
え
て
き
た

が
、
運
行
本
数
は
す
で
に
限
界
に
近
い
。

「
平
日
運
行
の
Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
は
、
着

座
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
『
都
心
直
結
』
の
通
勤

列
車
」（
安
孫
子
課
長
）
と
し
て
、
混
雑
率

が
高
い
有
楽
町
線
に
直
通
す
る
所
沢

－

豊
洲

駅
間
で
の
運
行
が
決
ま
っ
た
。

利
便
性
向
上
の
可
能
性
を
秘
め
た
ダ
イ
ヤ

４
社
直
通
の
有
料
座
席
指
定
列
車
Ｓ
‐
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
は
、
平
日
・
土
休
日
で
２
ル
ー
ト

運
行
と
な
る
画
期
的
な
運
用
シ
ス
テ
ム
だ

が
、
実
現
に
は
、
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
２
時
間
以
上
か
け
て
秩
父

－

横
浜

間
を
運
行
す
る
列
車
は
、
ど
の
時
間
帯
に
ダ

イ
ヤ
を
設
定
す
れ
ば
効
果
的
な
の
か
。

現
在
、
土
休
日
ダ
イ
ヤ
は
、
上
り
が
飯
能

駅
発
９
時
18
分
、
西
武
秩
父
駅
発
17
時
05

分
、
下
り
が
元
町
・
中
華
街
駅
発
7
時
01

分
、
16
時
55
分
、
19
時
55
分
の
計
５
本
が
運

行
さ
れ
て
い
る
。
秩
父
・
横
浜
に
行
っ
て
帰

れ
る
ダ
イ
ヤ
編
成
だ
。

平
日
は
、
上
り
が
所
沢
駅
発
６
時
24
分
、

15
時
18
分
、
18
時
20
分
、
21
時
20
分
の
４

本
。
下
り
の
豊
洲
駅
発
は
17
時
、
20
時
、
23

時
の
３
本
と
な
っ
て
い
る
。

「
平
日
ダ
イ
ヤ
は
ま
だ
見
直
す
余
地
が
あ

る
。
帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ
の
ピ
ー
ク
に
設
定
で
き

れ
ば
、
さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
る
」
と
安
孫

子
課
長
は
よ
り
高
い
利
便
性
を
目
指
し
、
改

正
も
視
野
に
あ
る
と
話
す
。

座
席
指
定
券
の
販
売
が
初
め
て
と
な
る
他

社
と
の
連
携
も
、
課
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
西
武
鉄
道
が
特
急
レ
ッ
ド
ア

ロ
ー
号
で
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
改
修

し
、
各
社
で
発
売
窓
口
や
自
動
券
売
機
を
設

置
し
た
。
可
能
な
限
り
初
期
負
担
の
軽
減
を

図
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
指
定
席
料
金
は
、
西
武
鉄
道
で
は

特
急
レ
ッ
ド
ア
ロ
ー
号
の
料
金
よ
り
も
低
く

設
定
し
て
お
り
、
座
席
指
定
券
の
発
売
方

法
・
料
金
と
も
に
、「
お
客
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
き
や
す
い
環
境
」（
安
孫
子
課
長
）

を
整
え
て
い
る
。

　一
本
待
っ
て
も
乗
り
た
い
列
車

Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
に
は
、
新
た
に
開
発
さ

れ
た
４
０
０
０
０
系
車
両
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
老
朽
化
し
た
車
両
の
廃
車
計
画
に
伴
い

開
発
さ
れ
た
車
両
で
、
16
年
度
に
２
編
成

（
１
編
成
10
両
）
が
導
入
さ
れ
た
。
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特集：通勤も観光も―新たな輸送需要の開拓
［利用者満足度の向上へ。西武鉄道の取り組み］

西武鉄道株式会社
鉄道本部 計画管理部 管理課長

安孫子 学
Manabu ABIKO

西武秩父

所沢～豊洲

西武秩父～

飯
能

入
間
市

所
沢

保
谷
保
谷

新宿三丁目

西武鉄道
西武秩父線・池袋線・
西武有楽町線

西武鉄道
西武秩父線・池袋線・
西武有楽町線

西武新宿線西武新宿線

東京メトロ
有楽町線
東京メトロ
有楽町線

東京メトロ
副都心線
東京メトロ
副都心線

東急東横線東急東横線

横浜高速鉄道
みなとみらい線
横浜高速鉄道
みなとみらい線

渋谷

自由が丘自由が丘

横浜

みなとみらい

元町・中華街元町・中華街

飯
田
橋有
楽
町豊
洲
豊
洲

石
神
井
公
園

石
神
井
公
園

（
副
）池
袋

（
副
）池
袋

埼玉県

東京都

神奈川県

■S-TRAIN運行区間

元
町
・
中
華
街

土休日

平日



西
武
グ
ル
ー
プ
に
は
新
し
い
も
の
に
挑
戦

し
て
い
こ
う
と
い
う
企
業
姿
勢
が
あ
る
。
こ

の
車
両
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
発
想
の
下
に
誕

生
し
た
新
型
車
両
だ
。

ど
の
よ
う
な
車
両
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
。
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
設
備
が
必
要
な

の
か
。
車
両
部
と
社
内
か
ら
選
抜
し
た
男
女

若
手
社
員
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
が
検
討
を
重
ね
た
。
社
外
か
ら
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
リ
サ
ー
チ
で
お
よ
そ
１
０
０
０
人
も

の
意
見
を
集
め
た
と
い
う
。

「
わ
れ
わ
れ
車
両
部
の
人
間
だ
け
で
つ
く

る
と
、
既
存
の
考
え
方
の
ま
ま
の
車
両
に

な
っ
て
し
ま
う
。
車
両
に
関
す
る
知
識
の
な

い
社
員
に
も
チ
ー
ム
に
参
画
し
て
も
ら
っ

て
、
一
般
の
利
用
者
の
目
線
や
考
え
方
を
取

り
入
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
当
社
独
自
の
方
法

だ
と
思
う
」
と
鉄
道
本
部
車
両
部
の
山
下
和

彦
車
両
課
長
は
語
る
。

ま
ず
、
チ
ー
ム
で
考
察
し
た
の
は
「
西
武

ら
し
さ
」
だ
。
西
武
鉄
道
は
利
用
者
に
ど
の

よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
徹
底
的
に
分
析
し
た
。
そ

の
結
果
は
、
華
や
か
さ
や
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
は

な
い
が
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
地

域
性
が
豊
か
で
あ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

旧
型
車
両
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
く
新
造

車
両
は
、
直
通
運
転
用
の
主
力
車
両
と
な
る
。

「
相
直
で
他
社
線
に
当
社
の
車
両
が
入
る

か
ら
こ
そ
、
西
武
ら
し
さ
を
出
し
、
差
別
化

を
図
り
た
い
と
考
え
た
。
ま
た
、
通
常
、
通

勤
の
お
客
さ
ま
は
８
時
発
と
決
ま
っ
て
い
た

ら
、
車
両
を
選
ぶ
こ
と
な
く
ホ
ー
ム
に
入
っ

て
き
た
車
両
に
乗
車
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
目

指
し
た
の
は
『
一
本
待
っ
て
も
乗
り
た
い
電

車
』
だ
っ
た
」（
山
下
課
長
）

偶
然
乗
り
合
わ
せ
る
車
両
で
は
な
く
、
選

ば
れ
る
車
両
へ
。「
人
に
や
さ
し
い
、
み
ん

な
と
と
も
に
進
む
電
車
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
こ
れ
か
ら

の
１
０
０
年
に
向
け
て
走
り
出
す
「
最
も
進

化
し
た
通
勤
車
両
」
を
誕
生
さ
せ
た
。

多
様
な
人
々
に
快
適
な
車
両

４
０
０
０
０
系
の
最
大
の
特
徴
は
座
席
に

あ
る
。
用
途
に
合
わ
せ
て
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
と

ロ
ン
グ
シ
ー
ト
に
転
換
で
き
、
Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｎ
と
し
て
運
用
さ
れ
る
と
き
は
着
席
時
の

快
適
性
を
重
視
し
て
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
、
通
常

運
行
で
は
乗
降
し
や
す
い
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
で

使
用
す
る
。

車
内
設
備
と
し
て
注
目
し
た
い
の
が
10
両

編
成
の
10
号
車
に
用
意
さ
れ
た
「
パ
ー
ト

ナ
ー
ゾ
ー
ン
」
だ
。
座
席
を
設
け
ず
床
面
積

を
広
く
し
て
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利

用
に
配
慮
し
た
。
訪
日
外
国
人
が
持
ち
込
む

大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
置
き
場
と
し
て
も

対
応
で
き
る
。
さ
ら
に
子
ど
も
が
立
っ
て
外

の
景
色
を
眺
め
ら
れ
る
よ
う
車
体
強
度
上
、

最
大
の
窓
を
設
置
し
た
。

MINTETSU WINTER 2018 10

外からも一目で分かるデザインのパートナーゾーン。40000 系最大の特徴となっている。

S-TRAIN出発式。

特急券、指定券の券売機。Wi‐Fiの導入も進む。 所沢駅に停車する東急車両。

上／クロスシート状態の車内。天井には広告用デジタルサイ
ネージを設置。下／ロングシート状態にした車内。

西武鉄道株式会社
鉄道本部 車両部 車両課長

山下和彦
Kazuhiko YAMASHITA



ま
た
、
車
内
の
空
気
を
清
浄
に
保
つ
た
め

プ
ラ
ズ
マ
ク
ラ
ス
タ
ー※

を
搭
載
、
手
す
り
や

つ
り
革
は
抗
菌
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
１

編
成
に
１
個
所
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
長
距
離
区
間
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
。

「
子
育
て
世
代
の
方
々
、
母
親
と
子
ど
も

が
使
い
や
す
い
車
両
を
つ
く
る
こ
と
も
大
き

な
目
的
だ
っ
た
。
限
ら
れ
た
車
内
空
間
を

使
っ
て
、
何
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
何

を
取
捨
選
択
す
る
か
。
図
面
を
何
度
も
引
き

直
し
、
最
終
段
階
で
は
バ
ー
チ
ャ
ル
で
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
す
な
ど
実
験
を
重
ね
て
空
間

を
演
出
し
た
。
着
座
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
車
両

と
し
て
の
命
題
が
あ
る
一
方
、
通
勤
車
両
と

し
て
も
使
用
す
る
た
め
、
つ
り
革
な
ど
を
失

く
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
多
様

な
人
々
に
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
車

両
づ
く
り
に
尽
力
し
た
」
と
山
下
課
長
は
苦

労
を
語
る
。

17
年
９
月
に
は
、
子
ど
も
へ
の
配
慮
、
子

ど
も
目
線
を
持
っ
た
良
質
な
製
品
・
空
間
・

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
調
査
研
究
活
動

な
ど
を
幅
広
く
顕
彰
す
る
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン

賞
の
最
優
秀
賞
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
、

鉄
道
車
両
で
は
初
め
て
受
賞
し
た
。

実
際
の
利
用
者
に
よ
る
評
価
も
高
く
、

４
０
０
０
０
系
車
両
は
、
17
年
度
内
に
新
た

に
４
編
成
（
40
両
）
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
。

Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
の
運
用
を
担
当
す
る
安

孫
子
課
長
も
「
編
成
増
を
受
け
て
、
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
増
便
や
運
行
の
時
間
帯
の
検
討
な

ど
、
よ
り
機
能
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
を
探
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

既
成
概
念
を
破
る
新
型
特
急
の
開
発

18
年
度
末
に
は
新
型
特
急
車
両
の
運
行
開

始
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
特
急
車
両
に
は
『
速
そ
う
』

『
シ
ャ
ー
プ
』『
リ
ッ
チ
』
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
重
視
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な

る
イ
メ
ー
ジ
を
、
新
し
い
視
点
で
捉
え
て
具

現
化
す
る
」（
山
下
課
長
）

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
都
市
や
自
然

の
中
で
や
わ
ら
か
く
風
景
に
溶
け
込
む
特

急
」「
み
ん
な
が
く
つ
ろ
げ
る
リ
ビ
ン
グ
の

よ
う
な
特
急
」「
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、

た
だ
の
移
動
手
段
で
は
な
く
、
目
的
地
と
な

る
特
急
」
の
三
つ
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
を
基
に
、
電
車
の
前
面
に
三
次
元
曲
面

ガ
ラ
ス
を
採
用
し
た
先
頭
車
両
や
、
ア
ル
ミ

素
材
の
車
体
に
塗
装
仕
様
し
た
カ
ラ
ー
デ
ザ

イ
ン
な
ど
、
若
手
社
員
を
中
心
に
立
ち
上
げ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
「
今
ま
で
見
た

こ
と
の
な
い
新
し
い
車
両
」
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

基
本
デ
ザ
イ
ン
は
世
界
で
活
躍
す
る
建
築

家
の
妹
島
和
世
氏
が
監
修
。
妹
島
氏
は
、
そ

こ
に
い
る
人
々
が
各
自
思
い
思
い
の
ス
タ
イ

ル
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
場
所
、「
公
園
の
よ
う

な
場
所
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い
う
。

※シャープ株式会社の登録商標
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車
内
は
、
大
き
な
窓
の
あ
る
明
る
い
白
い

壁
、
温
か
み
の
あ
る
黄
色
を
基
調
と
し
た
ソ

フ
ァ
ー
の
よ
う
な
座
席
シ
ー
ト
に
間
接
照
明

が
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
西
武
鉄
道
初
の
女
性

専
用
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
る
計
画
だ
。

「
車
内
で
の
過
ご
し
方
は
こ
う
い
う
も
の
と

い
っ
た
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
破
る
よ
う

な
内
装
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。
都
心

の
街
の
中
や
秩
父
の
自
然
の
中
を
走
行
す
る

特
急
で
過
ご
す
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
る
、

そ
ん
な
車
両
。
既
成
概
念
の
殻
を
破
る
新
し

い
車
両
が
誕
生
す
る
と
思
う
」
と
車
両
開
発

に
携
わ
る
山
下
課
長
も
期
待
を
寄
せ
る
。

新
型
特
急
車
両
は
８
両
編
成
７
本
を
導

入
、
池
袋
線
・
西
武
秩
父
線
で
運
行
す
る
予

定
で
、
平
日
は
通
勤
特
急
、
土
休
日
は
観
光

特
急
と
し
て
運
用
さ
れ
る
。

西
武
鉄
道
の
存
在
意
義
を
示
し
、
沿
線
価

値
向
上
へ
と
つ
な
が
る
新
し
い
フ
ラ
ッ
グ
ト

レ
イ
ン
が
誕
生
す
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

快
適
性
を
追
求
し
た
新
型
車
両
を
開
発

し
、
速
達
性
の
高
い
運
用
シ
ス
テ
ム
で
、
利

用
者
の
満
足
度
向
上
に
取
り
組
む
西
武
鉄

道
。「
新
た
な
需
要
の
創
出
」
と
い
う
観
点

か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
も
注
目

し
て
み
た
い
。

西
武
鉄
道
で
は
駅
設
備
の
多
言
語
表
記
や

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
す
で
に
整
備
を
完
了
し
、

多
言
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
英
語
・
中
国
語
・
タ
イ
語
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
を
使
っ
て
、
訪
日
外
国
人
向

け
に
情
報
発
信
し
て
い
る
。

15
年
10
月
に
は
、
池
袋
駅
に
年
中
無
休
の

「SEIBU
 T

ourist Inform
ation Center 

Ikebukuro

」
を
開
設
。
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
外
国
人
観
光
案
内
所
認
定

制
度
で
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
」
に
認
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
各
駅
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

指
差
し
会
話
帳
を
活
用
し
て
対
応
。
無
料

Wi-

Fi
サ
ー
ビ
ス
「SEIBU

 FREE W
i-

Fi

」
も
、
沿
線
23
駅
の
ほ
か
、
特
急
レ
ッ
ド

ア
ロ
ー
号
、
４
０
０
０
０
系
車
両
内
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

鉄
道
本
部
運
輸
部
ス
マ
イ
ル
＆
ス
マ
イ
ル

室
の
林
大
輔
課
長
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客

を
誘
致
す
る
た
め
に
は
こ
う
し
た
受
け
入
れ

体
制
の
強
化
の
ほ
か
、「
効
果
的
な
宣
伝
と

魅
力
あ
る
商
品
の
造
成
が
不
可
欠
」
で
あ
る

と
い
う
。

西
武
鉄
道
で
は
、
海
外
の
旅
行
博
覧
会
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
台
北
オ
フ
ィ
ス
に
社
員
を
派
遣
し
て
旅

客
誘
致
を
強
化
。
ま
た
、
15
年
３
月
に
は
、

台
湾
鉄
路
管
理
局
と
姉
妹
鉄
道
協
定
を
結
ん

で
、
相
互
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
同
年
８
月
に
は
、
同
じ
く
台

湾
鉄
路
管
理
局
と
協
定
を
結
ん
だ
京
急
電

鉄
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
４
社
局
合
同
で
「
日
台

縦
断
！ 

鉄
道
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
た
。

「
17
年
３
月
に
は
、
姉
妹
鉄
道
協
定
２
周

年
を
記
念
し
て
、
台
湾
で
大
人
気
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
を

新
宿
線
で
走
ら
せ
、
出
発
式
当
日
に
は
Ｌ
Ａ

Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
作
家
を
招
い
て
本
川
越
駅
で
イ
ベ
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ン
ト
を
行
っ
た
。
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
フ
ァ
ン
が
大

勢
集
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
最
中
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
拡
散
、
30
分
間
で
『
い
い
ね
！
』
が
２
万

に
達
し
て
い
た
。
広
く
訴
求
し
て
い
く
こ
と

も
大
事
だ
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
も

効
果
的
だ
と
実
感
し
た
」（
林
課
長
）

ち
な
み
に
川
越
人
気
と
相
ま
っ
て
、
本
川

越
駅
に
あ
る
観
光
案
内
所
は
台
湾
か
ら
の
利

用
者
が
前
年
の
約
４
倍
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
日
本
を
訪
れ

る
旅
行
客
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
17
年

３
月
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
鉄
道
公
社
（
Ｋ
Ｔ
Ｍ

Ｂ
）
と
も
姉
妹
鉄
道
協
定
を
締
結
。
両
国
間

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
各

種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

一
方
、
魅
力
あ
る
商
品
と
し
て
は
、
料
金

を
抑
え
た
企
画
切
符
の
拡
充
が
あ
る
。
14
年

10
月
に
は
、
西
武
新
宿
・
高
田
馬
場

－

本
川

越
駅
間
の
往
復
割
引
乗
車
券
「SEIBU

 
RA

IL PA
SS

」
の
販
売
を
開
始
。
さ
ら
に

17
年
４
月
に
は
、
秩
父
鉄
道
と
連
携
し
て
訪

日
外
国
人
向
け
企
画
乗
車
券
「SEIBU

 
1D

ay Pass

」「SEIBU 
1D

ay   Pass

＋

N
agatoro

」
の
販
売
を
開
始
し
、
同
年
９

月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
も
開
始
し

た
。
来
日
前
で
も
予
約
サ
イ
ト
を
通
じ
て
購

入
で
き
、
両
鉄
道
の
指
定
区
間
を
１
日
乗
り

放
題
で
き
る
。
利
便
性
の
向
上
で
、
秩
父
エ

リ
ア
や
川
越
エ
リ
ア
な
ど
沿
線
観
光
地
に
訪

日
外
国
人
客
を
誘
致
す
る
狙
い
が
あ
る
。

「
ア
ジ
ア
圏
の
国
で
は
交
通
運
賃
が
安
く
、

日
本
の
鉄
道
運
賃
を
高
く
感
じ
る
。
特
に
民

鉄
は
他
社
と
の
乗
り
換
え
で
、
そ
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
後
の
課
題
の

一
つ
と
し
て
、
そ
う
し
た
意
識
を
変
え
、
気

軽
に
鉄
道
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
林
課
長
は
抱
負
を

語
っ
て
い
る
。

新
た
な
視
点
で
鉄
道
事
業
を
再
構
築

新
型
通
勤
車
両
４
０
０
０
０
系
の
開
発
と

Ｓ
‐
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
の
運
行
、
そ
れ
に
続
く
新

型
特
急
車
両
の
開
発
や
国
内
外
か
ら
の
旅
客

誘
致
の
強
化
は
、
従
来
に
は
な
い
新
た
な
視

点
や
考
え
方
を
通
し
て
、
鉄
道
事
業
を
再
構

築
し
て
い
こ
う
と
す
る
西
武
鉄
道
の
思
想
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

池
袋
線
・
新
宿
線
の
両
幹
線
を
中
心
に
、

西
武
鉄
道
の
年
間
輸
送
人
員
は
、
こ
こ
数

年
、
定
期
・
定
期
外
と
も
に
安
定
的
に
推
移

し
て
い
る
が
、
近
い
将
来
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
通
勤
・
通
学
需
要
の
縮
小
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
。
新
た
な
輸
送
需
要
の
創
出
と
開

拓
は
、
西
武
鉄
道
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題

だ
。「

通
勤
」
も
「
観
光
」
も
快
適
に
―
―
長

距
離
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
、
よ
り
利

便
性
の
高
い
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
鉄
道
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
て
い

く
。
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
の
役
割
か
ら
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
鉄
道
と
し
て
、
安

定
し
た
輸
送
需
要
を
維
持
し
て
い
く
。「
あ

れ
も
、
こ
れ
も
、
か
な
う
。
西
武
鉄
道
」
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
示
す
よ
う

に
、
西
武
鉄
道
で
は
都
市
鉄
道
、
観
光
鉄

道
、
両
面
か
ら
沿
線
で
の
努
力
が
重
ね
ら
れ

て
い
る
。
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